
南高サイエンス・ラボ 計画書（４／３０日（水）17：00 までに提出） 

※予定 計画書提出→ラボのアドバイザーの先生から助言を受け修正→5／2 日配布「特別な探究活動計画書」 
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研究に行った

実験・分析等 

例）酸化還元滴定 

1. 講座名（南高サイエンス・ラボでのタイトル） ※興味を引くキャッチ－なものが望ましい 

（例：「レモン○個分ってホント？～うがい薬で調べるビタミン C のひみつ～」など） 

 

2. ねらい ※中学生に伝えたい科学的な楽しさ 

例 1）清涼飲料水には「レモン○個分のビタミン C」と書かれていることがある。この表記が本当なのかどうかを、うがい薬（ヨウ素）とビタミン

C との酸化還元反応を使って調べる。中学生に「酸化還元反応」や「化学的な検証」の楽しさを伝えることがねらい。 

例 2) 実験や観察を通じて、科学的な現象への理解を深める                   のように簡単に書いても良いです。 

例 3) 測定結果をもとに、グラフ作成やデータの読み取りを体験し、科学的な思考方法を学ぶ 

 
 
 
 

3. 講座の内容（実験手順等可能な範囲で具体的に）※データ分析がメインになる場合はデータ分析方法について書く 

例）【酸化還元反応】飲料中のビタミン C 含有量に関する実験 

① 10 倍に薄めたヨウ素液（うがい薬）をビュレットへ入れる。・・・事前に準備しておく 

② 清涼飲料水をコニカルビーカーにとり指示薬としてデンプンを加える。・・・事前に準備しておく 

③ ヨウ素液を 1 滴ずつ加えて色の変化、滴下量〔mL〕を観察・記録（うすく青紫色が消えなくなったストップ） 

④ ビタミン C の含有量を計算し、レモンの個数を計算する 

【           】 
 
 
 
 
 
 
※安全上の注意点を以下に書く（薬品の取り扱い、火器やガラス器具の取り扱い注意事項等） 
 
 



４.  予備実験で行うこと 

※安全にスムーズにできるか、色の変化がはっきり分かるか、測定の精度・操作手順の改善点を見つけるなど事前に確認するために実施すること 

例）実際に CC レモンを加えて色の変化や必要量を記録する。手順書・ワークシートで説明が分かりやすいか確認する。 

 
 

５. 使用する材料・道具（必要物品リスト）  

※実験に必要な器具、薬品、プリントなどすべて記載 ※数量も明記  

※購入する必要があるものは★を付け【物品名・数量・単価・金額(税込み)】を書く 

 
 
 
 
 
 
 

６. タイムスケジュール（当日の流れ）※実験・説明・振り返りの時間配分 

例） ① 実験の目的としくみの説明５分 

② 実験１０分 ③ 結果のまとめ・振り返り 5 分  

④ 質疑応答・発表タイム（自分たちの研究紹介）5 分 ※ 当日発表準備の間 5 分に質疑応答の対応をすることも可能です 

 
 
 

７. 今後の予定 ※予備実験等 

５
月 27 28 29 30 1 2 3  ｱｸｼｮﾝの実行 

4 5 6 7 8 9 10 5/10  4 限授業      
11 12 13 14 15 16 17 5/12〜16 中間試験  
18 19 20 21 22 23 24  ★5/23 発表形式・テーマ等決定（以降変更原則不可） 
25 26 27 28 29 30 31 ★5/29〜6/1 前期総体          

６
月 1 2 3 4 5 6 7 ★6/5〜6/7 後期総体  

8 9 10 11 12 13 14   
15 16 17 18 19 20 21 ★３年進路講演会  ★6/18 代表 5 班 中学生向け論文提出締切 17:00 
22 23 24 25 26 27 28 6/26〜7/1 期末試験  

７
月 29 30 1 2 3 4 5   

6 7 8 9 10 11 12  ★7/11 ・スライド発表リハーサル 
・発表資料〜17:00 提出締切 13 14 15 16 17 18 19 成績会議 

20 21 22 23    南校ｱｸｼｮﾝ･ｸｴｽﾄ ★7/22 会場準備 



 


